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ゼミ室予約 Win8アプリの設計と開発 

水田 祐介
１． はじめに 
現在，ネットインフラの充実に

より様々な Web アプリが制作さ

れている．ゼミ室予約もその１つ

である．現在，本学情報工学科の

ゼミ室予約は紙ベースで管理され

ており（図１），ゼミ室の予約や

その変更において利便性が良いと

は言えない．そこで，ゼミ室を

Windows8 アプリ（以下 Win8 ア

プリ）にて予約・閲覧できる

Webアプリを構築する． 

２． Windows8 とモダン UI 
 Windows8 は，Microsoft 社

が制作，販売している最新の

OS である．特徴としてタブレ

ット端末のタッチ操作に最適

化したモダン UI（図 1）があ

る．モダン UI は，スタート画

面や Win8 アプリに採用され

ている[1]．Win8 アプリとし

て構築することにより心地良

いタッチ操作をユーザに与えることができる．      

３． ゼミ室予約アプリ 
3.1 アプリの概要 
 本アプリは，紙ベースで行っているゼミ室予約を PC 上で

行う Win8 アプリである．図 3 はアプリのトップ画面の外

観である．各ゼミ室の予約状況を表示している．本アプリは，

HTML5 と CSS3，JavaScript1.9 を用いて動作する． 

 

3.2 アプリの画面遷移 

 本アプリは 3 つの画面から成る．これらの画面遷移は，図

4 の通りである．アプリを起動するとトップ画面である「予

約確認画面」に遷移し，予約状況の確認を行う．予約する場

合は，ゼミ室の予約・詳細ページボタンを選択し，各ゼミ室

の「予約画面」に遷移し予約を行う．設定ボタンを選択する

と「設定画面」に遷移し，研究室名の設定を行う事が出来る． 

 

 

 

 

 

3.3 アプリのユーザーインターフェース 

 本アプリは，予約を行う年齢層が幅広いのを配慮して制

作を行った．デザインは，文字を大きめに設定し，またタ

ッチデバイスで使用される事に配慮しボタンのデザインを

見やすく直観的に押せるとわかるデザインとした（図 5）．

色に関しては，若年層だけで

なく老年層や弱視の人が使用

する事に配慮し，文字色と背

景色のコントラストを高めに

調整して目に負担が掛かりに

くい配色にした[2]． 

４． デモンストレーション 
 本アプリの「予約確認画面」(図

6)，「予約画面」(図 7)，「設定画面」

（図 8）をそれぞれ示す．「予約画面」

では，研究室名を選択し予約したい

時間帯を選択すると予約は完了す

る．その後，「予約確認画面」に戻り

予約がされていることを確認する．

「設定画面」では，変更したい名前

を選択し右にある文字入力欄に変

更したい名前を入力し変更する． 

 

 
 
５． 今後の課題 
本研究では，ゼミ室予約と行う Win8 アプリを構築し

た．今後の課題は，まとめて特定の時間帯の曜日に予約す

る機能の実装，予約状況を研究室から確認できる Web サイ

トの構築の 2 点である． 
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図 2 モダン UI 
  図 6 予約確認画面  

図 3 予約確認画面の外観 

図 5  ボタンのデザイン 

図 8  設定画面 

図 1 現在のゼミ室予約 

図 7  予約画面（一部） 


